
2020

応募期間

実施主体

受験級
第1回　3 級・2 級
第2回　3 級・2 級・1 級

検定試験日 第1回7/11土 第2回12/12土

（一社）全国農業協同組合中央会／全国町村会／全国農業高等学校長協会／全国農業大学校協議会／全国農学系学部長会議／全国大学附属農
場協議会／（公社）日本農業法人協会／（一社）全国農業改良普及支援協会／（公財）農民教育協会／（公社）国際農業者交流協会／（一社）日本農
業機械化協会／（一社）全国農協観光協会／（一社）農山漁村文化協会／（一社）全国農業会議所（事務局）の14団体によって構成されています。

日本農業技術検定に関するお問い合わせ

5月1日㊎
10月1日㊍

6月5日㊎
11月5日㊍

〜
〜

　日本農業技術検定は、わが国の農業現場への新規就農のほか、農業系大学への進学、農業法人や関連企業等
への就業を目指す学生や社会人などを対象として、農業知識や技術の修得水準を客観的に把握し、教育研修の
効果を高めることを目的として、2007年度から実施している農業専門の全国統一の試験制度です。
　農業をめぐる環境が厳しさを増すなか、本検定は農業に関する実践的知識の修得水準を客観的に測定します
ので、JAの営農指導者には2級・1級受験で営農指導のスキルアップ、一般職員には3級受験により農業一般の
基礎知識の修得に役立ちます。JA県連グループで検定に取り組むところもあります。

JAの自己改革は職員のスキルアップから!
JAの営農指導力のスキルアップには2級・1級を!
JA一般職員には農業の基礎知識の取得のための3級を!

JA上伊那

ホームページ ▶ https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/

日本農業技術検定協会
（事務局 : 一般社団法人全国農業会議所）

TEL : 03-6910-1126　FAX : 03-3265-5140
e-mail : kentei@nca.or.jp



日本農業技術検定概要

試験会場

応募期間 受験料

一般受験は東京・大阪等各地の指定会場
団体受験は試験実施団体の準備･提供した会場

第1回   5月1日㊎〜  6月5日㊎
第2回 10月1日㊍〜11月5日㊍

第1回 第2回

2020年7月11日㊏
　　　10 ： 00〜10 ： 40 （40分）
　　　11 ： 10〜12 ： 10 （60分）

2020年12月12日㊏
　　　10 ： 00〜10 ： 40 （40分）
　　　11 ： 10〜12 ： 10 （60分）
　　　13 ： 00〜14 ： 30 （90分）

3 級3 級

2 級2 級

1 級

一般受験 団体受験 団体受験
（学生割引）

3 級 3,140 円 2,620 円 1,570 円

2 級 4,190 円 3,350 円 1,670 円

1 級 5,240 円 4,190 円 2,620 円

※�ＪＡ新はこだて、ＪＡみやぎ登米、ＪＡ佐波伊勢崎、ＪＡ石川県中央会、JA佐渡、JAひすい、JAみな穂、ＪＡ福井県中央会、ＪＡかながわ西湘、ＪＡセレサ川
崎、ＪＡ東京中央、ＪＡマインズ、ＪＡしみず、ＪＡ御殿場、ＪＡハイナン、ＪＡなんすん、JA伊豆の国、ＪＡ長野中央会、ＪＡ上伊那、ＪＡ塩尻市、JA木曽、JA
中野市、JAあづみ、JA信州諏訪、JA佐久浅間、JA信州うえだ、JAみなみ信州、JAあいち豊田、ＪＡぎふ、ＪＡ東びわこ、ＪＡこうか、ＪＡ西びわこ、ＪＡグ
リーン近江、JA栗東市、ＪＡ丹波ひかみ、JA兵庫みらい、ＪＡ三原、ＪＡ大阪泉州、ＪＡいずみの、JA香川県、ＪＡ高知市、JA福岡中央会、JAむなかた、
JA粕屋、JA糸島、JA筑前あさくら、JAにじ、JAみい、JAくるめ、JAふくおか八女、JA柳川、JAみなみ筑後、JAたがわ、JA福岡京築、JAくま、JAお
おいた、JAおきなわでは営農指導力の向上やJA一般職員のキャリアアップを目的に団体受験が進められています。
　�　県連グループの取り組みとしてJA営農指導員上級資格の要件の一つとしたり、一般JA職員は全員3級資格を取得するという取り組みを進める
ところも出てきました。
※�酪農学園大学、拓殖大学北海道短期大学、秋田県立大学、茨城大学、千葉大学、玉川大学、東京農業大学（神奈川、北海道）、日本大学、岐阜大学、名
城大学、信州大学、京都府立大学、鳥取大学、島根大学、県立広島大学、佐賀大学、東海大学（熊本）、南九州大学、宮崎大学、琉球大学、新潟食料農
業大学では大学生の団体受験が進められています。多くの大学では学生が元々農業経験もないため大学での農学習得の補強手段として活用され
ているほか、日本大学生物資源科学部では農場実習の中で本検定受験に取り組んでいます。
※本検定の上位資格は一定の農業に関する実務的知識を習得していることの証明になります。

試験方法
[3級] 学科試験のみ　　[2級] 学科試験+実技試験　　[1級] 学科試験+実技試験

※�1、2級も学科試験のみの受験が可能です。学科に合格した場合は、「学科試験合格証明書」を発行します。なお、1級・2級実技試験は、免除措置が
あります。詳しくはホームページをご覧ください。

3級
試験科目

農作業の意味がわかる入門レベル ■ 農業基礎として共通30問
■�「栽培系」「畜産系」「食品系」「環境系」から1科目選択で20問。ただし、「環境系」
については、環境共通１０問と３専門分野（造園、農業土木、林業）別に各１０問

■ 四者択一のマークシート方式による計50問主な受験対象 ： 農業高校生

2級
試験科目

農作物の栽培管理等が可能な基本レベル ■ 農業一般として共通10問
■ 「作物」「野菜」「花き」「果樹」「畜産」「食品」から1科目選択で40問
■ 五者択一のマークシート方式による計50問主な受験対象 ： JA営農指導員・大学生

1級
試験科目

農業の高度な知識・技術を修得している実践レベル ■ 農業一般として共通20問
■ 「作物」「野菜」「花き」「果樹」「畜産」「食品」から1科目選択で40問
■ 五者択一のマークシート方式による計60問主な受験対象 ： JA営農指導員・大学生



日本農業技術検定の受験実績

③合格基準
[3級] 100点満点の原則60%以上　　   [2級] 100点満点の原則70%以上　　   [1級] 120点満点の原則70%以上

実技試験 （２級、１級試験では学科のみの受験も可能です。学科試験合格者には学科試験合格証明書が交付され
ます。実技試験までご希望の方は以下をご参照ください）

申込方法 https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/
※インターネット環境がない方のために、FAX・郵送でも受付可。

お 申 し 込 み は
ホームページから

受験者数（人）
合 格 率（％）

3級 2級 1級

栽培系

畜産系

食品系

環境系

計

59%

59%

64%

54%

59%

作物
野菜
花き
果樹
畜産
食品

計

作物
野菜
花き
果樹
畜産
食品

計

20% 8%
20% 7%

18% 10%

18%

20%

9%
7%

24% 4%

20%
7%

②科目別合格率（2017〜2019年度）

３級 ２級 １級 合計

2014年度 １８,４１１人（６７％） ４,１０４人（２３％） ２５８人（ ９％） ２２，７７３人（５９％）

2015年度 １８，９２６人（６８％） ４,９４９人（２１％） ２４５人（１０％） ２４，１２０人（５８％）

2016年度 ２０，１８３人（６２％） ５，３５０人（１９％） ３０８人（ ８％） ２５,８４１人（５３％）

2017年度 ２0，６８１人（５６％） ５，７４３人（１８％） ２７７人（ ６％） ２６，７０１人（４７％）

2018年度 ２0，52１人（62％） ５，365人（20％） ２4７人（ 9％） ２６，133人（53％）

2019年度 19，992人（59％） ５，311人（23％） ２66人（ 7％） ２5，569人（51％）

①全体受験実績（2014〜2019年度）

①一般受験
　個人がインターネットで申込む場合は、申込方法の「一般受
験」画面から申し込む。
　「農の雇用」事業研修生は、都道府県農業会議が受験者をま
とめてインターネットで申し込む。

②団体受験
　学校・JA・農業法人などの実施団体がインターネットで申込
む場合は、申込方法の「団体受験」画面から申し込む。
　

※�一般受験も団体受験も受験料の振込先口座番号は受験者別になっており、毎回変わります。また、応募期間内に受験料をお振込みください。

①２級実技試験免除
　２級実技試験（農業機械についてのほ場での実地検定）の希望者は１１月に受
験の機会があります。農業系の学校（農業高校、農業大学校、大学等）での農場実
習、農業経験（ＪＡの営農指導経験を含む）１年以上、２級実技試験免除規定に指定
する農業用機械・食品加工の２機種（工程）以上を履修していれば免除が可能とな
ります。
　学校での２級団体受験の場合は、学校（団体）としての２級実技免除手続きをお
薦めします（５年間有効）。具体的な手続きは本検定ホームページをご覧ください。
※免除申請がない場合の合格証は「学科試験合格証明書」になります。

②１級実技試験免除
　１級実技試験（12月の1級学科試験と同
日時に開催）は1級学科試験合格者の希望
により受験が可能です。農業系の学校での、
農場実習等４単位取得者又は２年以上営農
実務経験を有する方は免除が可能となりま
す。詳細は本検定ホームページをご覧くださ
い。



日本農業技術検定に関するお問い合わせ

テキスト・参考書  （購入方法などの詳細は検定ホームページをご覧ください）

ＪＡの団体受験の取組み紹介

協賛企業・団体の募集を始めました

（１） 2020年度版過去問題集3級	 （発行）全国農業会議所　
　　※2017年度、2018年度、2019年度試験問題6回分を収録

（２） 日本農業技術検定3級テキスト	 （発行）全国農業高等学校長協会 
（3） 文部科学省検定教科書 高等学校農業用	 （発行）教科書出版会社 

（１） 2020年度版過去問題集2級	 （発行）全国農業会議所
  ※2019年度試験問題2回分を収録 

（２） 日本農業技術検定2級テキスト	 （発行）全国農業高等学校長協会 
（３） 文部科学省検定教科書 高等学校農業用	 （発行）教科書出版会社

（１） 1級学科試験問題…日本農業技術検定協会（全国農業会議所）
  ※2017、2018、2019年度試験問題、年度毎に実費販売

（２） 日本農業技術検定1級…参考図書例 農業関係出版社

※�１級試験問題は過去問題の出版物はありません。ホームページをご覧の上、日本農業技術検定協会事務局宛（kentei@nca.or.jp）にメールにてご
連絡ください。実費でコピーして送付いたします。
※�テキスト・参考書については、それぞれの発行元にお問い合わせください。　全国農業高等学校長協会　TEL.03-5357-1666

3級

2級

1級

（私達も日本農業技術検定応援しております）

2020年度版
日本農業技術検定

過去問題集
好評販売中!

　JA上伊那は、長野県南部の天竜川沿いの伊那
市・ 駒ヶ根市・ 辰野町 ・箕輪町、 飯島町、 南箕輪
村など2市3町3村にわたり、農協の組合員は正准
３０，７００人。職員は正職員４９６人、総勢８５８人の
大きな農協である。農産物の販売額では米は県下
有数の産地であるほか、小麦は強力粉の「ハナマン
テン」、野菜はアスパラガス、白ネギ、ブロッコリー
など、りんごは極早生種の「夏あかり」から晩生種の
「ふじ」のほか長野県オリジナルりんご3兄弟の「秋
映」、「シナノスイート」、「シナノゴールド」、花は生産
量日本一を誇るアルストロメリア、上伊那オリジナル
品種が中心のトルコギキョウなど総額約１４０億円の
販売額を誇っている。
　当該農協は全職員にJA職員の基本である「農」
への基本的な知識を身に付け意識を高めて組合員
との関係強化に役立てるため「営農相談員」資格を
必須とした。JA長野県グループでは令和元年度から
「営農相談員」資格の取得条件を日本農業技術検

定３級取得に切り替えたことから、既存資格制度で
ある日本農業技術検定3級合格を要件とした。
JA上伊那では「営農部門以外の職員を含め全職員
がスタンダードレベルの農業知識を持って組合員と
コミュニケーションをとっていかねばならない」との
方針から実施されているのは、①営農相談員資格取
得と、②毎年全正職員を対象にした農家体験実習の
２本柱がある。
　営農相談員資格は平成30年までに既に旧制度で
１０９名の認証があったが、日本農業技術検定を活
用して昨年度から今年まで新たに１８９名の登録（３
級合格率は8割を超えている）がなされた。営農相
談員認証取得は３か年計画なので来年も未取得者
には検定を受験して貰う計画だが、臨時職員にも自
主的に受験する動きがでている。長野県下ではJA
上伊那のような全職員に検定資格を取らせることに
はなっていないが、令和元年度は１１JAが一斉に日
本農業技術検定の団体受験に取り組んでいる。

組合員と農協職員の接点の強化のために全農協正
職員に「営農相談員」資格とその要件である日本農
業技術検定3級資格の取得に取り組んでいる 幅広く農業の基礎知識を習得し、ＪＡ組織・経

営強化（役職員の意識改革）を図ることを目
的に日本農業技術検定試験の受験を進める

JA上伊那 JA香川県

　香川県は温暖な瀬戸内海の気候に恵まれ、冬レタスやブロッコ
リーなどの野菜、マーガレットやラナンキュラスなどの花きの生産
が盛んである。ＪＡ香川県は平成12年に43ＪＡが合併し設立さ
れ、平成25年の合併によって県下1ＪＡとなった。組合員は約13
万9千人、正職員は約2千1百人、販売高は約400億円である。
　ＪＡ香川県では新規採用職員や若年層職員を中心に農業に関す
る基礎知識を身に付けるため、県内各地域の農家や農業施設に出
向いて農業体験を実施しているほか、今年度から35歳未満の職
員を対象に日本農業技術検定試験3級を受験することとした。令
和元年12月には営農指導員等を含めた294名が受験して、合格
率は約8割であった。3級受験は約700名の若年層職員を対象に
3か年計画で取り組んでいる。
　検定試験を通じてＪＡ職員として農業の基礎知識を習得して、担
当業務に限らず組合員のニーズに対応でき、組合員・地域の方々
からの負託に応えられる職員に成長することを期待している。

日本農業技術検定協会 （事務局 : 一般社団法人 全国農業会議所）

〒102-0084 東京都千代田区二番町5-6 あいおいニッセイ同和損保 二番町ビル7階
TEL:03-6910-1126　FAX:03-3265-5140　e-mail:kentei@nca.or.jp


